
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 「海外返還廃棄物の受入れ」の概要 

【貯蔵対象廃棄物】

・固型物収納体

・低レベル放射性廃棄物
ガラス固化体

・高レベル放射性廃棄物
ガラス固化体（交換分）

・高レベル放射性廃棄物
ガラス固化体

【貯蔵容量】
2,880本

（1,440本分について増設工事中）

ハル・エンドピース

雑固体廃棄物

ハル・エンドピース

雑固体廃棄物

低レベル濃縮廃液

固型物収納体

低レベル放射性廃
棄物ガラス固化体

仏国 ＡＲＥＶＡ ＮＣ 社からの返還廃棄物仏国 ＡＲＥＶＡ ＮＣ 社からの返還廃棄物

ガラス固化

英国 Sellafield Ltd社からの返還廃棄物英国 Sellafield Ltd社からの返還廃棄物

セメント固化体等

交換 返還輸送

圧 縮

海外再処理廃棄物

低レベル廃棄物受入れ・
貯蔵施設

低レベル濃縮廃液

（2013年より返還開始予定）
返還輸送

【貯蔵対象廃棄物】

・固型物収納体

・低レベル放射性廃棄物
ガラス固化体

・ハル等圧縮体

【貯蔵容量】
8,320本

高レベル放射性廃棄物
貯蔵管理センター

返還される
低レベル放射性廃棄物

廃棄物の交換

廃棄物管理施設廃棄物管理施設

約700本/年※1

※１ 想定値

高レベル濃縮廃液

ガラス固化

海外再処理廃棄物

高レベル濃縮廃液

ガラス固化

返還輸送

1,310本

返還輸送

約830本※１

10本程度※１

（1995～2007年）

約7,800本
交換

約70本 ※１

（約13m3）（約9,200m3）
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※2

六ヶ所再処理工場で製造され
る低レベル放射性廃棄物

ハル等圧縮体

※２ 高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター
空き容量 ガラス固化体約670本

高レベル放射性廃
棄物ガラス固化体

高レベル放射性廃
棄物ガラス固化体

高レベル放射性廃
棄物ガラス固化体

約1,700～2,600本※１

添付資料 


